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要　旨

現在のIBM／PC・AT互換機におけるパソコンと周辺機

器の接続環境は不統一で，通信速度も低速（100kbps程度）

なものが多く，汎用性と利便性に欠ける。今，新しい通信

方式USB（Universal Serial Bus）が，周辺機器の接続方法

を統一する方式として注目されている。また，USBには

高速と低速の二つの伝送モードがある。今回，小型８ビッ

トマイコンにこの低速USB機能を取り込み，ジョイステ

ィックやキーボードといったインプットデバイスのコント

ロールとインプットデバイス－パソコン間の通信をワンチ

ップで実現できるマイコンを開発した。

本稿では，通信機能の強化という観点から，上記マイコ

ンについて以下の点を述べる。

（１） 低価格化の要求の厳しい８ビットマイコンにUSB

機能を内蔵する場合のコストアップを最小限に抑え

る技術

（２） 短期間でUSB機能を機能記述言語によって回路化

し，同時にマイコンに内蔵した方法とその検証技術

（３） USB機能とUART（Universal Asynchronous Re-

ceiver Transmitter）機能を同じハードウェアで実

現することにより，通信機能としての汎用性を向上

させた技術
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注　＊パソコン（ホスト）と周辺機器（デバイス）の通信が仲立ちと分配を実現する機能�
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USBを使った場合のパソコンと周辺機器の接続環境は，現在のそれに比較して，格段に汎用性と利便性が良くなる。その手助けとなるのが，
今回開発した低速USB機能を内蔵した8ビットマイコンである。

USBマイコンが実現するパソコン周辺環境と現在の周辺環境の比較
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